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戦
争
法
に
基
づ
く
「
駆
け
つ
け
警

護
」「
宿
営
地
の
共
同
防
衛
」
の
訓
練
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
11
月
中
旬
に
は
新

任
務
を
活
動
内
容
に
加
え
た
実
施
計
画

を
閣
議
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

安
倍
首
相
は
「
任
務
は
増
え
る
が
リ
ス

ク
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
言
っ

て
い
る
。
戦
闘
地
で
武
器
を
使
え
ば
危

険
が
お
よ
ぶ
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、

安
倍
首
相
は
憲
法
「
改
正
」
の
案
を
国

民
に
提
示
す
る
の
は
国
会
議
員
の
責
務

と
言
っ
て
い
た
が
審
議
会
に
も
素
案
を

出
さ
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
争
点
を
隠

し
国
民
を
騙
そ
う
と
し
て
い
る
。

職場集会を開き要求内容を確認＝函館交通労組

間
と
の
格
差
が
拡
大
す
る
こ

と
を
当
局
に
十
分
に
認
識
さ

せ
官
民
較
差
解
消
と
速
や
か

な
「
差
額
支
給
」
を
使
用
者

責
任
と
し
追
及
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
配
偶
者
に
か

か
る
扶
養
手
当
の
見
直
し

は
、
民
間
準
拠
と
し
な
が
ら

も
、
民
間
の
支
給
実
態
か
ら

大
き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と

定
に
つ
い
て
国
に
先
行
し
て

行
わ
な
い
よ
う
」
通
知
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め

て
給
与
決
定
は
『
自
治
体
の

自
主
的
な
判
断
』
で
あ
る
こ

と
を
当
局
に
求
め
、
要
求
・

交
渉
・
妥
結
・
書
面
協
定
の

闘
争
サ
イ
ク
ル
の
確
立
と
賃

金
確
定
期
に
お
け
る
諸
課
題

の
解
決
に
む
け
て
全
力
を
あ

げ
よ
う
。

や
地
域
に
お
け

る
働
く
場
の
確

保
、
子
育
て
、

介
護
の
環
境
な

ど
か
ら
か
け
離

れ
て
お
り
、
拙

速
な
見
直
し
が

行
わ
れ
な
い
よ

う
粘
り
強
く
取

り
組
み
を
進
め

て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

本
年
に
つ
い

て
も
、「
給
与
改

　

道
本
部
が
実
施
し
た
全
単

組
オ
ル
グ
で
は
多
く
の
単
組

で
国
公
準
拠
の
方
向
性
を
確

認
し
て
い
る
。

　

改
正
給
与
法
の
成
立
時
期

に
つ
い
て
は
不
透
明
な
部
分

２
０
１
６
賃
金
確
定
闘
争
は
、
現
業
公
企
統
一
闘
争
と
結
合
し
、
た
た
か
い
を
進
め
て

い
る
。
10
月
４
日
に
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
関
す
る
取
り
扱
い
の
閣
議
決
定

を
受
け
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
「
地
方
公
務
員
の
給
与
改
定
等
に
関
す
る
取
り
扱

い
に
つ
い
て
」
の
総
務
副
大
臣
通
知
が
出
さ
れ
た
。
自
治
労
は
11
月
17
日
を
山
場
に
10

月
24
日
に
一
斉
に
要
求
書
を
提
出
し
11
月
16
日
ま
で
を
重
点
交
渉
期
間
と
し
全
単
組
で

交
渉
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

も
あ
る
が
、
越
年
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
賃
金
の
改
善

部
分
に
つ
い
て
は
年
内
の
差

額
支
給
を
求
め
交
渉
を
強
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
賃
金
確
定
闘
争
の

焦
点
と
な
る
「
給
与
原
資

（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
に

割
り
振
ら
れ
た
官
民
較
差
）

の
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
単

に
人
勧
準
拠
だ
け
で
は
地
方

公
務
員
は
国
家
公
務
員
や
民
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12日㈯　�第53回護憲大会（～ 14日・富
山県）

13日㈰　�原子力防災訓練（～ 14日・後
志管内）

16日㈬　�地公三者昼休み総決起集会（札
幌市・道庁前）

17日㈭　�連合北海道地域医療・介護問題
学習会（札幌市・ポールスター
札幌）

11月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

道本部が道に対し、統一要求書を提出＝10月24日

賃金確定、現業公企統一闘争
スケジュール

11.17統一行動日

現業公企統一闘争勝利にむけ大西議長の団結がんばろう

前道本部賃金部長
櫛部浩二さん

　

道
本
部
現
業
公
企
都
市
交

評
議
会
は
10
月
22
日
、
札
幌

市
で
「
２
０
１
６
現
業
公
企

統
一
闘
争
勝
利
！
全
道
総
決

起
集
会
」
を
開
催
し
、
19
単

組
53
人
が
参
加
し
た
。

　

大
西
議
長
は
「
こ
れ
ま
で

提
起
し
て
き
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
な
ど
職
場
と
仕
事
に

自
信
を
持
っ
て
た
た
か
う
こ

と
が
重
要
」
と
訴
え
、
全
単

組
で
の
要
求
書
提
出
～
交
渉

～
妥
結
の
一
連
の
取
り
組
み

を
要
請
し
た
。

　

続
い
て
、
和
田
道
本
部
闘

争
本
部
長
は
「
民
間
給
与
と

の
比
較
が
強
ま
る
状
況
で
、

職
場
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る

な
か
住
民
と
の
信
頼
関
係
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。
来
賓
あ
い
さ

つ
で
は
佐
藤
中
央
闘
争
本
部

副
本
部
長
が
「
現
業
・
公
企

組
合
員
の
持
つ
協
約
締
結
権

を
活
用
し
て
た
た
か
い
を
進

め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
「
賃
金
差

別
を
許
さ
ず
、
同
一
価
値
労

働
・
同
一
賃
金
を
」
と
題
し

て
、
前
道
本
部
賃
金
労
働
部

長
の
櫛
部
さ
ん
を
招
き
、
技

能
労
務
職
員
の
法
的
位
置
づ

け
、
給
与
に
係
る
研
究
会
の

論
点
、
同
一
価
値
労
働
と
同

一
賃
金
と
は
、
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。
最
後
に
道
の
独

法
職
場
に
お
け
る
現
業
職
員

の
新
規
採
用
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、「
権
利
を
生
か
し
た

前
向
き
な
闘
争
を
継
続
す
る

こ
と
で
勝
ち
取
れ
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
と
も
に
強

化
し
て
い
こ
う
」
と
し
て
講

演
を
終
え
た
。

　

そ
の
後
、
中
村
事
務
局
長

が
現
業
公
企
統
一
闘
争
に
つ

い
て
提
起
し
、
大
西
議
長
に

よ
る
集
約
、
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
集
会
を
終
え
た
。

自
信
を
持
っ
て
た
た
か
う

「
較
差
解
消
」

「
差
額
支
給
」

使
用
者
責
任
を
追
及

給与決定は「自治体の自主的判断」

みなさんからの支援が
“貧困をなくす未来”の

支えになります

　自治労の「国際連帯救援カンパ」
は1991年に始まり、これまで難民救
援や児童労働禁止のキャンペーン、
途上国の子どもの生活と教育の支援
などに活用してきました。貧困をな
くし、すべての子どもたちが等しく、
当たり前の教育や医療を受け、自分
の生き方を選択することができる社
会を作り出さねばなりません。
　組合員のみなさんの心のこもった
カンパをお願いいたします。

・�障害児教室に通う子どもの学用品が１ヶ月分ま
かなえます（ベトナム）。

・�家事使用人として働く少女のために絵本を10冊
買うことができます（バングラディッシュ）。

・�15本の苗木を植えることができます（チャド）。
砂漠に緑を取り戻すには、１haに100本の苗木
が必要です。

国際連帯救援カンパ

500円でできること

２
０
１
６
現
業
公
企
統
一
闘
争

◇重点交渉期間
11月４日（金）～16日（水）

◇腕章着用
11月14日（月）～闘争終結まで

11月16日（水）～11月17日（木）
◇超勤拒否

１時間を上限とするストライキ戦術を配置
◇道本部統一行動日 11月17日（木）

11月17日（木）◇出張・諸会議拒否

◇組合旗掲揚
10月24日（月）～闘争終結まで

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　佐々木直人

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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「
シ
ュ
ン
ト

ウ
」「
タ
ン
ソ
」

「
ダ
ン
ガ
バ
」

と
言
え
ば
労
働

組
合
の
基
礎
用

語
。
で
は
「
ダ

ン
セ
イ
」「
チ
ョ

ウ
キ
ョ
ウ
」「
ス

マ
イ
ル
」
と
言
え
ば
？
…
漢

字
を
当
て
は
め
ら
れ
た
ら
か

な
り
の
〝
じ
ち
ろ
う
共
済

通
〟
だ
（
笑
）

　

自
治
労
に
は
「
じ
ち
ろ
う

共
済
」
と
い
う
保
険
＝
安
心

が
あ
る
。
組
合
員
の
こ
と
を

知
り
尽
く
す
自
治
労
が
、
組

合
員
の
た
め
に
作
っ
た
「
安

心
」
だ
。
し
か
し
、
ダ
ン
セ

イ
（
じ
ち
ろ
う
団
体
生
命
共

済
の
略
）
の
北
海
道
の
加
入

率
は
未
だ
約
３
割
。
と
に
か

く
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
！

　

じ
ち
ろ
う
共
済
が
三
年
前

に
全
労
済
と
統
合
後
、
役
職

員
は
様
々
な
し
が
ら
み
と
た

た
か
い
な
が
ら
も
、
切
磋
琢

磨
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

だ
が
何
よ
り
も
、
組
合
員
同

士
の
声
掛
け
に
優
る
も
の
は

な
い
、
と
ひ
し
ひ
し
感
じ
る
。

　

11
月
か
ら
再
び
書
記
と
し

て
自
治
労
運
動
に
携
わ
る
機

会
を
も
ら
っ
た
。「
共
済
の
加

入
率
＝
労
働
組
合
へ
の
信
頼

度
」
と
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、

自
治
労
と
い
う
組
織
の
素
晴

ら
し
さ
偉
大
さ
を
繋
げ
て
い

き
た
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
高
山
智
子
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

むかわ町職青年部定期大会＝９月14日

結成大会に11人が参加＝10月20日

【
胆
振
地
方
本
部
発
】

　

む
か
わ
町
職
員
組
合
青
年

部
で
は
９
月
14
日
に
定
期
大

会
を
終
え
、
新
体
制
の
も
と

新
た
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
新
規
採
用
職

員
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
青
年
部
活
動
が
今
ま
で

よ
り
も
活
発
化
し
、
仲
間
と

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
部
員
の
増
加
に

よ
り
全
員
で
足
並
み
を
そ
ろ

え
た
活
動
が
難
し
く
な
り
、

青
年
部
活
動
に
対
す
る
温
度

差
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
青
年
部
員
全
員

が
活
動
に
参
加
し
、
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考

え
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
今

ま
で
休
止
し
て
い
た
専
門
部

会
を
復
活
さ
せ
、
部
員
全
員

が
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

専
門
部
会
は
調
査
部
と
文

化
部
の
２
種
類
が
あ
り
、
調

査
部
は
「
時
間
外
実
態
点

検
」
、
文
化
部
は
「
教
宣
紙
作

成
」
を
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
専

門
部
会
の
活
動

を
よ
り
活
発
に

す

る

と

と
も

に
、
青
年
部
全

体
で
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る

新
し
い
活
動
を

仲
間
と
と
も
に

考
え
、「
学
習
・

交
流
・
実
践
」

を
柱
に
部
員
全

員
で
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し

ま
す
。

（
む
か
わ
町
職

青
年
部
長
・
前

田
敏
仁
）

仲
間
と
と
も
に
新
た
な
一
歩

連
合
北
海
道
第
29
回
年
次
大
会

問
わ
れ
て
い
る
の
は『
働
か
せ
方
』

　

10
月
20
日
、「
釧
路
市
生
活

福
祉
事
務
所
嘱
託
職
員
ユ
ニ

オ
ン
」
結
成
大
会
が
開
か
れ

た
。

　

釧
路
市
の
嘱
託
職
員
は
10

年
雇
い
止
め
ル
ー
ル
が
あ

り
、
専
門
的
知
識
を
要
す
る

地
域
生
活
支
援
員
の
継
続
雇

用
が
求
め
ら
れ
結
成
に
い
た

っ
た
。
今
後
、
10
年
雇
い
止

め
の
時
期
が
迫
っ
て
お
り
、

要
求
書
の
提
出
、
労
使
交
渉

を
進
め
、
継
続
雇
用
を
求
め

て
い
く
。
道
内
で
は
、
臨
時
・

非
常
勤
等
職
員
の
み
で
労
働

組
合
を
結
成
す
る
の
は
「
く

し
ろ
児
童
厚
生
員
ユ
ニ
オ

ン
」に
続
き
３
例
目
と
な
る
。

釧路市嘱託職員が組合結成 継
続
雇
用
求
め
る

　

国
会
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
審
議

が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
法
は
来
年

通
常
国
会
で
も
い
い
の
に
、

28
日
に
も
強
行
採
決
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
強
行
さ

れ
れ
ば
、
条
約
は
衆
議
院
優

越
で
す
か
ら
、
30
日
た
て
ば

参
議
院
の
審
議
に
か
か
わ
ら

ず
自
然
成
立
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

も
し
そ
う
な
っ
て
い
れ

ば
、
国
会
延
長
せ
ず
に
最
終

日
の
11
月
30
日
衆
議
院
解

散
、
12
月
18
日
投
開
票
と
い

う
官
邸
主
導
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
真
実
味
を
帯
び
て
き
て

い
る
で
し
ょ
う
。
二
つ
の
衆

議
院
補
欠
選
挙
で
自
民
党
候

補
が
勝
ち
、
安
倍
さ
ん
は
自

信
を
深
め
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
は
さ
せ
じ
と

頑
張
る
毎
日
で
す
。

�

（
10
月
24
日
、
東
京
に
て
）

TPP審議が大詰め

㊴
えさきさんの
� 国会だより

道
本
部
青
年
部
が
「
え
さ
き
参
議
」

に
要
請
書
を
提
出
＝
10
月
４
日

れ
る
危
険
性
が
あ
り
、
立
憲

主
義
に
反
し
て
い
る
」
と
問

題
点
を
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
「『
家
族
に
よ
る

助
け
合
い
』
は
美
し
い
も
の

で
は
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差

別
や
社
会
保
障
の
削
減
な
ど

を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
憲

法
に
『
家
族
の
あ
り
方
』
と

い
う
価
値
観
を
規
定
す
る
こ

と
は
極
め
て
問
題
で
あ
り
護

憲
運
動
と
共
闘
し
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

と
述
べ
た
う
え
で
、「
24
条
改

悪
の
狙
い
は
、
家
族
や
共
同

体
を
重
視
さ
せ
自
己
責
任
を

重
視
す
る
こ
と
。
家
族
や
社

会
全
体
が
助
け
合
っ
て
国
家

を
形
成
す
る
こ
と
と
理
論
づ

け
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、「
家
族
が
一
方
的
か

つ
『
一
律
の
集
団
単
位
』
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
個
人

の
意
思
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

で
開
き
、
約
１
５
０
人
が
参

加
し
た
。

　

「
憲
法
24
条
が
狙
わ
れ
て

い
る
」
と
題
し
て
、
清
末
愛

砂
・
室
蘭
工
業
大
学
大
学
院

　

北
海
道
平
和
運

動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

10
月
24
日
、「
第
10

回
憲
法
問
題
連
続

講
座
」
を
札
幌
市

准
教
授
が
講
演
し

た
。

　

清
末
准
教
授
は

「
憲
法
24
条
は
平

和
主
義
を
構
成
す

る
重
要
条
文
だ
」

憲
法
24
条
が
狙
わ
れ
て
い
る

憲法
講座

個人がないがしろにさ
れると訴える清末さん

憲法24条とは？
憲法24条（家庭生活における個人の尊厳と両性の平等）

１�　婚姻は、両性の合意のみに基いて成立し、夫婦が

同等の権利を有することを基本として、相互の協力

により、維持されなければならない。

２�　配偶者の選択、財産権、相続、住居の選定、離婚

並びに婚姻及び家族に関するその他の事項に関して

は、法律は、個人の尊厳と両性の本質的平等に立脚

して、制定されなければならない。

　

連
合
北
海
道
は
、
10
月
27

日
、
札
幌
市
ロ
イ
ト
ン
札
幌

で
第
29
回
年
次
大
会
を
開

き
、
全
体
で
８
本
の
補
強
意

見
を
受
け
向
こ
う
１
年
間
の

方
針
を
確
立
し
た
。

　

出
村
会
長
は
、
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
「
安
倍
内
閣
は

『
同
一
労
働
同
一
賃
金
』『
長

時
間
労
働
の
是
正
』
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
が
、『
だ
れ
の
た

め
の
、
な
ん
の
た
め
の
働
き

方
改
革
な
の
か
』
問
わ
れ
て

い
る
の
は
『
働
か
せ
方
』
の

見
直
し
で
あ
る
」
と
指
摘
し

「
働
く
者
の
立
場
に
た
っ
た

『
働
き
方
改
革
』
を
実
現
で

き
る
よ
う
連
合
北
海
道
と
し

て
全
力
を
尽
く
す
」
と
述
べ

た
。

　

討
論
で
は
、
自
治
労
を
代

表
し
佐
古
岡
執
行
委
員
が
政

治
闘
争
の
強
化
に
つ
い
て

「
候
補
者
擁
立
の
遅
れ
が
大

き
く
取
り
組
み
に
影
響
す

る
。
次
期
選
挙
に
む
け
、
早

期
の
候
補
者
擁
立
と
支
持
基

盤
の
調
整
を
は
か
る
よ
う
党

に
意
見
反
映
を
要
請
す
る
」

二
つ
に
は
、
地
域
医
療
構
想

に
つ
い
て
「
厚
労
省
は
地
域

医
療
構
想
を
今
年
度
中
に
策

定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
安
倍
政
権
の
社
会
保
障

費
の
大
規
模
な
削
減
と
合
わ

せ
て
住
民
負
担
の
増
額
や
一

方
的
な
病
床
数
削
減
が
想
定

さ
れ
る
。
地
域
の
く
ら
し
を

守
る
取
り
組
み
強
化
を
要
請

す
る
」
ま
た
、「
青
山
環
ち
ゃ

ん
を
救
う
救
済
カ
ン
パ
」
に

対
す
る
お
礼
を
述
べ
た
。

　

２
０
１
７
年
度
役
員
体
制

で
は
、
引
き
続
き
常
駐
役
員

と
し
て
、
会
長
に
出
村
良
平

（
全
道
庁
労
連
）
さ
ん
、
政

治
セ
ン
タ
ー
幹
事
長
に
藤
盛

敏
弘
（
函
館
市
職
労
）
さ
ん
、

執
行
委
員
に
永
田
重
人
（
全

道
庁
労
連
）
さ
ん
を
自
治
労

か
ら
派
遣
し
た
。

執行委員
永田重人

（全道庁労連）

政治センター幹事長
藤盛敏弘

（函館市職労）

会長
出村良平

（全道庁労連）

自治労を代表し発言
＝佐古岡執行委員

全道から250人が参加し、2017年度方針を確立＝10月27日

【
常
駐
派
遣
役
員
】


